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二次政策評価 二次政策評価

意　見 意見への対応状況

(A) (B) (C) (D) (E) (F) (G) (H) (I) (J) (K) (L) (M) (N) (O) (P) (Q) (R) (S) (T) (U)

0301 一般
アドベンチャートラベルワールドサ
ミット開催推進費

①

アドベンチャートラベルトレードアソ
シエーションが開催する世界最大級
のＡＴイベント『アドベンチャートラベ
ル・ワールドサミット2021北海道』を
関係者と連携して開催する。

観光振
興課

0 50,000 50,000 7.0 0.0 7.0 104,670 終了

アドベンチャートラベルワールドサ
ミットが2021年に開催されることから
終了とするが、同サミットは新型コロ
ナウイルスによりバーチャル開催と
なったため、今後は将来的なリアル
開催を目指して再招致に取り組む。

－ ④ ①
新型コロナウイルス感染症の感染
状況を踏まえて、既にオンライン開
催済みであり、対応済。

－ ⑥
⑦ ①
新型コロナウイルス感染症の感染
状況を踏まえて、既にオンライン開
催済みであり、対応済。

○ ①
新型コロナウイルス感染症の感染
状況を踏まえて、既にオンライン開
催済みであり、対応済。

終了

0302 一般
地域の魅力を活かした観光地づくり
推進事業費

⑦
地域の観光協会等が実施するワー
ケーションなど新たな観光商品づく
りの取組を支援する。

観光振
興課

0 235,328 0 0.3 0.0 0.3 237,671 終了
単年度の臨時的経費のため、本年
度で終了とし、今後の実施について
は、別途検討する。

－ － － ○ ⑥
⑦ ①
Ｒ３事業で既にワーケーションの取
組を重点項目に設定しており、対応
済

－ －

滞在交流型観光地づくりの推進の
ため、地域の多様な関係者の参画
による観光客の増加を観光消費拡
大につなげ、その消費を地域で循環
させ、更なる取組へとつなげ、魅力
ある「観光地づくり」を進めることは
重要であり、地域の「稼ぐ観光」を実
現するとともに、観光施策による効
果を地域経済の活性化に繋げる取
組の一層の推進を検討すること。

終了

滞在交流型観光地づくりの推進に
向けて、長期滞在型、富裕層向けの
旅行商品開発を目指し、観光人材
の確保・育成に取り組むなど北海道
観光の更なる高付加価値化に努め
る。（観光人材確保・育成事業）

0303 一般 ＡＴ受入体制整備事業費 ①

地域への経済波及効果が大きいＡ
Ｔ（アドベンチャートラベル）の推進に
向けて、ＡＴガイドの育成やＡＴ商品
造成、商談会の開催など多様な取
組を推進する。

観光振
興課

0 107,196 53,045 0.3 0.0 0.3 109,539 終了

アドベンチャートラベルワールドサ
ミットの開催を契機として、アドベン
チャートラベルを本道を代表する
ツーリズムの一つとするため、事業
内容の拡充等による対応が必要。

－ ④ ①
新型コロナウイルス感染症の感染
状況を踏まえて、可能な研修をオン
ラインで実施しており、対応済。

－ ⑥
⑦ ①
新型コロナウイルス感染症の感染
状況を踏まえて、可能な研修をオン
ラインで実施しており、対応済。

○ ①
新型コロナウイルス感染症の感染
状況を踏まえて、可能な研修をオン
ラインで実施しており、対応済。

終了

0304 一般 アウトドア活動振興環境整備事業費 ①

アウトドア活動の振興を図るため、
北海道アウトドア資格制度の運営を
通じ、アウトドア活動を支える基盤づ
くりを推進。

観光振
興課

0 368 239 0.3 0.0 0.3 2,711
現状維

持

引き続き、北海道アウトドア資格制
度の運営を通じて、アウトドア活動
を支える基盤づくりを推進する必要
があるため。

－ ⑤ ②
アウトドア資格制度関連の講習内容
に、温室効果ガス排出削減に関す
る内容を加えること等を検討する。

－ － － － －

普及啓発事業における啓発資材の
ペーパレス化・電子化やオンライン
開催によるCO2削減に向けた取組
の促進など、ゼロカーボン北海道の
推進に向け、事業内容を検討するこ
と。

現状維
持

○

アウトドア資格制度の講習内容に、
温室効果ガス排出削減に関する内
容を加えることを検討するなど、ゼ
ロカーボン北海道の推進に努める。

0305 一般
観光客夜間消費拡大促進事業費
（創生交付金）

－

来道観光客の観光消費の拡大を図
るため、夜間の観光資源の掘り起こ
しのためのワークショップなどを実
施。

観光振
興課

0 6,132 3,066 0.3 0.0 0.3 8,475 終了

創生交付金の計画期限を迎えるこ
とから、本年度で事業終了とし、今
後の実施については、別途検討す
る。

－ － － － － － － － 終了

0306 一般 広域観光周遊促進事業費 ②

空港を核とした魅力あるモデルルー
トを形成するとともに、地域への周
遊促進に向けて二次交通の利便性
向上に取り組み、インバウンド等の
需要の地域偏在の解消を図る。

観光振
興課

0 160,062 160,062 0.8 0.0 0.8 166,310 終了
単年度の臨時的経費のため、本年
度で終了とし、今後の実施について
は、別途検討する。

－ ④ ① 既にワークショップ等について、オン
ラインで対応済

○ ⑥
⑦ ① 既にワークショップ等について、オン
ラインで対応済

○ ① 既にワークショップ等について、オン
ラインで対応済

滞在交流型観光地づくりの推進の
ため、地域の多様な関係者の参画
による観光客の増加を観光消費拡
大につなげ、その消費を地域で循環
させ、更なる取組へとつなげ、魅力
ある「観光地づくり」を進めることは
重要であり、地域の「稼ぐ観光」を実
現するとともに、観光施策による効
果を地域経済の活性化に繋げる取
組の一層の推進を検討すること。

終了

滞在交流型観光地づくりの推進に
向けて、長期滞在型、富裕層向けの
旅行商品開発を目指し、観光人材
の確保・育成に取り組むなど北海道
観光の更なる高付加価値化に努め
る。（観光人材確保・育成事業）

0307 一般
地域の新たな滞在型観光創出事業
費
（創生交付金）

－
自然や食などの魅力を組み合わせ
たふれあい民泊の導入に取り組
み、滞在型観光を推進する。

観光振
興課

0 3,092 1,546 0.5 0.0 0.5 6,997 終了

創生交付金の計画期限を迎えるこ
とから、本年度で事業終了とし、今
後の実施については、別途検討す
る。

－ － － － － － － － 終了

0308 一般
広域連携ＤＭＯとしてのデジタル
マーケティング事業費（一部創生交
付金）

③

新型コロナウイルス感染症を踏まえ
た観光誘客促進を図るため、マーケ
ティングデータの収集・分析を実施
するとともに、地域の戦略策定支援
を実施する。

観光振
興課

0 142,984 35,422 0.8 0.0 0.8 149,232 終了
単年度の臨時的経費のため、本年
度で終了とし、今後の実施について
は、別途検討する。

－ ④ ① 事業内容において、既にオンライン
化に対応済みである。

○ ⑥
⑦ ① 事業内容において、既にオンライン
化に対応済みである。

○ ① 事業内容において、既にオンライン
化に対応済みである。

終了

0309 一般
北海道観光誘致推進事業費（受入
体制整備）

①
本道の観光振興を図るため、（公
社）北海道観光振興機構が実施す
る地域の受入体制整備等を支援。

観光振
興課

0 40,978 40,978 0.3 0.0 0.3 43,321
現状維

持
引き続き、地域の受入体制整備へ
の支援を継続する必要があるため。

－ ① ②
各種研修のオンライン化について、
検討する。

－ ⑥
⑦ ②
各種研修のオンライン化について、
検討する。

○ ②
各種研修のオンライン化について、
検討する。

○

新たな会員の獲得や収益事業の拡
大など、組織体制強化に必要な自
主財源の確保に向けた各取組を積
極的に後押ししていく。

・道からの補助金等が事業費の２分
の１を超える状況であるが、道が主
体的、政策的に関わっていることに
ついては理解する。今後においても
道との関係性及び活動にあたって
の内容、予算等の精査に努めるこ
と。

・普及啓発事業における啓発資材
のペーパレス化・電子化やオンライ
ン開催によるCO2削減や啓発対象
の拡大に向けた取組の促進など、
ゼロカーボン北海道及びSociety5.0
の推進に向け、事業内容を検討す
ること。

現状維
持

○ ○ ○

・今後においても道との関係性及び
活動にあたっての内容、予算等の
精査に努めるとともに、新たな会員
の獲得や収益事業の拡大など自主
財源の確保に向けた各取組を積極
的に後押ししていく。

・地域の受入体制整備に係る各種
研修の実施にあたり、オンライン・
ペーパーレスでの開催を検討する
など、ゼロカーボン北海道及び
Society5.0の推進に努める。

0310 一般
北海道さっぽろ「食と観光」情報館
運営費

－
札幌駅に札幌市と共同で設置して
いる『北海道さっぽろ「食と観光」情
報館』を運営。

観光振
興課

0 40,126 26,498 0.3 0.0 0.3 42,469 終了
単年度の臨時的経費のため、本年
度で終了とし、今後の実施について
は、別途検討する。

－ － － － － － － － 終了

0311 一般
ユニバーサルツーリズム推進事業
費（創生交付金）

－

「ユニバーサルツーリズム」の実現
に向けて、様々なニーズを持つ旅行
者が道内旅行を楽しむことができる
受入体制整備を推進する。

観光振
興課

0 20,000 10,000 0.3 0.0 0.3 22,343 終了

創生交付金の計画期限を迎えるこ
とから、本年度で事業終了とし、今
後の実施については、別途検討す
る。

－ － － － － － － － 終了

0312 一般
北海道ＡＴガイド認証制度検討事業
費（創生交付金）

－

欧米富裕層の間で広がっているアド
ベンチャーツーリズムの受入を推進
するため、アドベンチャートラベルガ
イドの認証制度について、検討を実
施。

観光振
興課

0 2,675 1,338 0.5 0.0 0.5 6,580 終了

創生交付金の計画期限を迎えるこ
とから、本年度で事業終了とし、今
後の実施については、別途検討す
る。

－ － － － － － － － 終了

0313 一般 住宅宿泊事業法関連事業費 ④
民泊を活用した誘客拡大と民泊によ
るトラブルの解消を目的とする「住
宅宿泊事業法」を適正に執行する。

観光振
興課

0 15,925 15,925 2.0 1.4 3.4 42,479
現状維

持

引き続き、住宅宿泊事業法の適切
な執行に係る事務を継続する必要
があるため。

－ ① ②

一部の相談・窓口対応については、
既にオンラインで実施しているが、
より一層の接触機会の低減のた
め、更なるオンラインの活用につい
て、検討する。

－ ⑥
⑦ ②

一部の相談・窓口対応については、
既にオンラインで実施しているが、
より一層の接触機会の低減のた
め、更なるオンラインの活用につい
て、検討する。

○ ②

一部の相談・窓口対応については、
既にオンラインで実施しているが、
より一層の接触機会の低減のた
め、更なるオンラインの活用につい
て、検討する。

暫定的な職員配置により体制を整
備し、事務事業を推進してきたが、
一定期間が経過したことなどを踏ま
え、効果的・効率的な執行体制の構
築を検討すること。

現状維
持

○ ○ ○

住宅宿泊事業法に係る業務につい
ては、効果的・効率的な執行を行っ
てきているが、恒常的な業務であ
り、職員配置が必要であることか
ら、正職員の配置など必要な執行
体制の確保に努める。

0314 一般 観光統計調査事業費 ③

本道における観光入込客数等を調
査し、道の観光振興施策推進の基
礎資料とするほか、市町村や観光
事業者等の活用に供する。

観光振
興課

0 6,327 6,327 0.5 0.0 0.5 10,232 現状維
持

引き続き、観光入込客数を適切に
把握する必要があるため。

－ ④ －
国の基準により対面式の調査票を
用いた調査と定められているため、
調査手法の見直しは不可。

－ ⑥
⑦ －
国の基準により対面式の調査票を
用いた調査と定められているため、
調査手法の見直しは不可。

○ －
国の基準により対面式の調査票を
用いた調査と定められているため、
調査手法の見直しは不可。

現状維
持

0315 一般
観光人材マッチング支援事業費（地
プロ）

－

人手不足や人材の定着が課題と
なっている宿泊業等の観光産業の
人材確保を支援し、外国人観光客
等への対応も踏まえた観光の受入
体制を整備する。

観光振
興課

0 33,687 6,738 0.5 0.0 0.5 37,592 終了
単年度の臨時的経費のため、本年
度で終了とし、今後の実施について
は、別途検討する。

－ － － － － － － － 終了

0316 一般 観光人材育成事業費（創生交付金） ①
外国人ガイドや各地域の観光関係
者向けに外国人対応の技術向上を
図る研修を実施する。

観光振
興課

0 30,853 15,427 0.3 0.0 0.3 33,196 ②
改善
（指標
分析）

ポストコロナ時代に対応した観光人
材の育成のため、研修内容等につ
いて、見直しを実施する。

－ ④ ② オンラインでの研修の開催を検討 － ⑥
⑦ ② オンラインでの研修の開催を検討 ○ ② オンラインでの研修の開催を検討

・滞在交流型観光地づくりの推進の
ため、地域の多様な関係者の参画
による観光客の増加を観光消費拡
大につなげ、その消費を地域で循環
させ、更なる取組へとつなげ、魅力
ある「観光地づくり」を進めることは
重要であり、地域の「稼ぐ観光」を実
現するとともに、観光施策による効
果を地域経済の活性化に繋げる取
組の一層の推進を検討すること。

・普及啓発事業における啓発資材
のペーパレス化・電子化やオンライ
ン開催によるCO2削減や啓発対象
の拡大に向けた取組の促進など、
ゼロカーボン北海道及びSociety5.0
の推進に向け、事業内容を検討す
ること。

改善
ポストコロナへ向けた北海道観光の受入体制を
整備するため、観光関連事業者の人材確保及
び育成を図る。

○ ○ ○

・滞在交流型観光地づくりの推進に
向けて、長期滞在型、富裕層向けの
旅行商品開発を目指し、観光人材
の確保・育成に取り組むなど北海道
観光の更なる高付加価値化に努め
る。（観光人材確保・育成事業）

・観光関連事業者の人材確保、育
成に向けた各種研修の実施にあた
り、オンライン・ペーパーレスでの開
催を検討するなど、ゼロカーボン北
海道及びSociety5.0の推進に努め
る。

0317 事務
観光客の受入体制整備に関する事
務

－

観光客に対応するため、受入体制
の整備を図る。（Ｗｉ－Ｆｉ、キャッシュ
レス、医療、レンタカー、災害対応
等）

観光振
興課

0 0 0 0.3 0.0 0.3 2,343 現状維
持

引き続き、観光客の受入体制整備
に関する事務を継続する必要があ
るため。

－ － － － － － － － 現状維
持

【見直し結果（S)(T)(U)】
　見直し状況（F)(J)(M)で｢②今回見直しを検討｣を
　選択した検討結果
　○見直し対応　△検討継続

Ⅰ
ゼロ

カーボン

Ⅱ
Society

5.0

Ⅲ
新型

コロナ
ウイルス
感染症

次年度
方向性

重点点検事業 見直し

次年度対応内容

ACTION 結果への対応（令和４年度）

経費
区分

【視点(E)(I)】
　①省エネ設備の普及とエネルギー利用の効率化の促進　②再エネ導入促進、建築物の省エネ化
　③次世代自動車などの導入促進 　④３Ｒの推進による廃棄物の削減　⑤温室効果ガス吸収源対策
　⑥「Smart道庁」の取組の推進による道庁における業務の効率化・省力化や多様で柔軟な働き方の実現
　⑦行政のデジタル化に係る道内自治体間のノウハウの共有化の推進

　【見直し状況(F)(J)(M)】
　　 ① 対応済
　　 ② 今回見直しを検討
　　　－ 対応が不要
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【見直し区分】
　①普及啓発　②会議等　③調査業務　④窓口業務等
　⑤施設整備・維持等　⑥委託業務　⑦補助事業　⑧その他

滞在交流型観光地づくりの推進

一次政策評価
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財源

本庁 出先
機関 人工計
対応
方針
番号
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計画等
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づけ

計画等
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二次政策評価 二次政策評価

意　見 意見への対応状況

(A) (B) (C) (D) (E) (F) (G) (H) (I) (J) (K) (L) (M) (N) (O) (P) (Q) (R) (S) (T) (U)

【見直し結果（S)(T)(U)】
　見直し状況（F)(J)(M)で｢②今回見直しを検討｣を
　選択した検討結果
　○見直し対応　△検討継続

Ⅰ
ゼロ

カーボン

Ⅱ
Society

5.0

Ⅲ
新型

コロナ
ウイルス
感染症

次年度
方向性

重点点検事業 見直し

次年度対応内容

ACTION 結果への対応（令和４年度）

経費
区分

【視点(E)(I)】
　①省エネ設備の普及とエネルギー利用の効率化の促進　②再エネ導入促進、建築物の省エネ化
　③次世代自動車などの導入促進 　④３Ｒの推進による廃棄物の削減　⑤温室効果ガス吸収源対策
　⑥「Smart道庁」の取組の推進による道庁における業務の効率化・省力化や多様で柔軟な働き方の実現
　⑦行政のデジタル化に係る道内自治体間のノウハウの共有化の推進

　【見直し状況(F)(J)(M)】
　　 ① 対応済
　　 ② 今回見直しを検討
　　　－ 対応が不要

事務
事業

方向性

事務事業名 見直し
区分

事務事業概要 課・局
室名

令和３年度

前年度
からの
繰越

事業費
（千円）

Ⅰ　ゼロカーボン

整理
番号

枝番 重複
施策 事業費

（千円）

執行体制

フル
コスト

（千円）

【見直し区分】
　①普及啓発　②会議等　③調査業務　④窓口業務等
　⑤施設整備・維持等　⑥委託業務　⑦補助事業　⑧その他

一次政策評価

うち
一般
財源

本庁 出先
機関 人工計
対応
方針
番号

Ⅱ　Society5.0 Ⅲ　新型コロナウイルス感染症 Ⅳ　前年度意見

見直し
状況

理由及び今後の対応

重点点検事業

見直し
状況

内容 該当 対応状況視点理由
計画等
位置
づけ

計画等
位置
づけ

視点
見直し
状況

理由 該当

0318 事務 地域イベントに関する事務 －
地域イベントに係る後援名義依頼、
役員就任、行事への出席、キャン
ペーン支援

観光振
興課

0 0 0 0.3 0.0 0.3 2,343 現状維
持

引き続き、地域イベントに係る事務
を継続する必要があるため。

－ － － － － － － － 現状維
持

0319 事務 その他内部管理事務 －

予算決算、文書管理、議会対応、職
員の人事・服務・給与・福利厚生、
物品管理、広報広聴、陳情要望、政
策評価、企画立案など、局内の内部
管理に関する事務全般

観光振
興課

0 0 0 4.0 0.0 4.0 31,240 現状維
持

引き続き、内部管理に係る事務を継
続する必要があるため。

－ － － － － － － － 現状維
持

0320 事務 観光局総合調整業務 － 観光局の各事務事業が円滑に執行
されるよう管理する。

観光振
興課

0 0 0 4.0 0.0 4.0 31,240 現状維
持

引き続き、総合調整に係る事務を継
続する必要があるため。

－ － － － － － － － 現状維
持

0 895,733 426,611 23.6 1.4 25.0 ■令和４年度　新規事業

地域の魅力を活かした観光地づくり推進事業費、アドベンチャートラベル推進事業費、宿泊施設を核とした滞在型観光推進
事業費、広域観光周遊促進事業費、広域連携DMOとしてのデジタルマーケティング事業費、北海道さっぽろ「食と観光」情報
館運営費、ユニバーサルツーリズム推進事業費、観光人材確保・育成事業費、ポストコロナに向けた安全・安心な観光の情
報発信事業費、アドベンチャートラベルワールドサミット2023開催推進費

計
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